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A
study was made on changes in the teaching items

and the contents of experiments in High
School chemistry from 1948 to1984.

In 1948 the courses oE study
for HighSchool were announced by the Ministry of Education. At

that time students were taught chemistry in the fo- of a living unit but from about 1963 they were

taught it in the form of a unit of teaching materials･ About 1973the level of HighSchool chemistry
became excessively highin subject curriculum due to the advance of Scienceand Technology. In 1982

this overextention of curriculum was
co汀eCted to

､a
reasonable level.

In considering the changes
in experiments in High School chemistry, it was discovered that

students were first
made to deal with substancces in detail, but, in

accordance with advances
in

Science and Technology･ are now being made to study more quantitatively and theoreticalliy.

§1.緒 甘

高等学校教育における理科｢化学｣の教材と学習指導

法は, ④ 生徒の発達段階に応じて, ㊥ 科学技術の進

歩を含む社会的環境とその要請に応じて,の両面から選

定され,配列されるべきものであると考えられる｡

新制高等学校の発足以来,凡そ30年間を顧みる晩度

重なる学習指導要領の改訂と,それに伴うが)キュラム

の改訂は,果して充分に適切なものであっただろうかを

反省させられるのである｡

そこには,試行錯誤が多分にあり,或る時は行き過ぎ

もし,或る時は,後退し過ぎる時もあったと考えられる｡

三重県高等学校理科教育研究会は,早い時期から今日

追, 30有余年を,継続して,化学生徒実鼻音の編集と使

用,並びに機関誌｢三重科学｣の発行を通じて, 't高等学

校における化学教育の充実〝に,最も活発に活動し,充

分な成果を上げて釆た団体であると考えられる1)｡

ここでは,主として,化学教科内容の変遷と,同研究
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会の"化学生徒実験指導内容〃の変遷とを,対照しなが

ら考察する｡

S 2.化学教科内容の変3と生徒実験内容の変立

教育課程の歴史は, 1910年(明治43年)頃迄は,書物

中心の教材か)キュラムであって,既成の科学の体系が,

一方的に学習者に教授される形であったが, 1920年(大

正9年) -1930年(昭和5年)頃の進歩的学校では,学

習者の興味や能力を中心として,かノキュラムは,教師

と生徒とが自ら作ってゆくものであった｡ 1930年以降,

社会の要求を重視した,生活中心のかJキュラムが,地

域社全学校の名の下に普及した2)･3)｡

表1の年表で位置づけられるように, 1954年(昭和29

午)頃の,科目としての｢化学｣は, 1952年(昭和27年)

の学習指導要領の改訂により教材の配列順序及び指導方

法等を細かく指示したものに基づく,生活単元,すなわ

ち,問題解決学習の体裁を有していた｡

*三重県野斗教育センター: * *本学講師(非) ･三重県理科教育センター
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戦後の新教育にあっては, ∫.Dewey (1859-1952)の

教育哲学が大きな拠り所であって,生活経験主義的絵合

教育であり,表2④にみられるような,具体的な主題(チ

ーマ)を生活の中に求めながら,教材は系統学習の配列

の中から抜擢されたようなものが多かった｡

｢生徒がその生活の中に問題を見付け,その解決のた

めに,生徒によって教材が選択され,学習活動の展開が

なされる｡一教師は,これをより効果的ならしむため

に,評価し,援助する｡そこには単元-のアプローチと

仕事の段階とがある｡｣--このような経験学習の理想は,

社会科と理科とでは完全に相通じるものではなかった｡

④の時期では,例えば水質検毎焼き塩,金属の錬と

電池等は,実生活と直結した主題であるが,常に系統学

習の教材配列の中の硝化しておきたい主題(電解･合成･

酸化還元･反応方程式･化学量論的事項等)を気にかけ

ながらの教育であった｡

その理由は,生活単元は理想であっても,非能率的で

あり,結果としては,教材単元の中の,知識理解,技能

しか残らないものであることと,元来,教師自身が自然

発生的な生活単元によって教育されていなかったから,

化学における単元(主題)の設定の仕方は,次第に変わ

ってゆかなければならなかった｡

⑧の時期は, 1956年(昭和31年)実施の,学習指導要

領の改訂により,高等学校はこの段階で完成教育である

ということと,コース制の採用により,化学は5単位も

のと, 3単位ものとになった4)o

内容は,単元学習として④の大単元を踏襲しているが,

中単元, ′ト単元では,生活単元的な標題は無くなり,敬

材単元へと改められ,学問の大系を習得するのに効率良

くなっている｡

④の時期にあっても,教師実験(供覧実験)や生徒実

験は,教科書の中に例示されているものを実施すると共

に,次第に市販の実験書(例えば,大日本図書:化学の

実験ノート,市ヶ谷出版社:化学実験ノート,いづれも

生徒実験35回分,切り離して提出可能のもの)も出廻り,

⑧の時期に入って,生徒実験が一層重視されるようにな

ると,表3①のような自作の実験書も使用されるように

なった｡これらは物質を各論的に扱っていた｡

(むは,著者(井坂 弘,原田俊夫)がその序において

述べているように, 5-6年間にわたる資料と経験の蓄

積の中から,自校の授業の展開の中に(特別な実験の時

間を設けることなく)組み入れて消化できる生徒実験と

して編集されている｡

又,これらの実験項目が実施できる設備,器材,試薬

等の整備をも目標としており, 70テーマを収録している

が,実際には, 3単位において13項目以上, 5単位にお

いて20項目以上を実施したとのことである｡

三重県内の高等学検校理科担当教員を会員とする,三

重県高等学校理科教育研究会が,会の重要な活動の一つ

として,化学部会,物理部会等の各部会ごとに,生徒実

験内容の検討と,生徒実験書の編集を手がけた｡

実験書⑪は, 1960年(昭和35年)から全県下で使用さ

れるようになった｡これは又,理科教育-の消耗品費等

の配分のためにも,一つの目どともなったo

ユージオメーターを用いる水の合成等は供覧実験とし

たが,生徒実験は2人1組で,授業時間内に一斉に行い,

その体験と結果は,引き続いてなされる授業の展開の中

に,有効に活用された｡

⑥の時期は,科学技術の振興が最も叫ばれた時期の指

導要領に基づき,那)キュラムが編成されたので,小･

中･高校の一貫性,学問の系続性の重視,教材の精選が

基本となっているo

化学Aは基本的事項を平易に扱い,化学Bは系統的に,

やや深く,定量的に,精密に扱うことになっている｡

従って,水素の発生と性質,酸素の発生と性質というテ

ーマの,水槽ゃ,集気びん,燃焼さじ等を用いた実験は

中学校に移行して, ④の時期に生徒が興味をもった幾つ

かの実験が,より早期の,中学校理科で行われることと

なっな｡それだけ,高等学校の化学の水準が高度になっ

たと考えられる｡

学習指導要領の中の｢指導計画作成及び指導上の留意

事項｣には, ｢イオンが系統的に分散出来ることを経鼓さ

せること｣と述べられており,これを受けて, ⑥には化

学分析の項が加わり, ⑳には金属イオンの反応や系統的

分散が加わった｡反応速度(HCl+Zn),塩の加水分解と

pH,ボルタの電池等,幾らか物理化学的である事項が,

生徒実験に取り入れられて来た｡

1963年(昭和38年)頃から,米国のCBAやケムス化学

が我が国にも紹介され,これに関する講演会,講習会が

各地で催された｡

cBAは,化学結合とエネルギーを中心とした画期的な

手法であったが,その飛躍的なモデルは適用に限度があ

って,高等学校の教育現場-の影響は少なかった｡もし･

現在のような,発泡スチロールを用いて形成したモデル

が安易に使用出来,普及していたならば,化学結合から

演緯的に,新しい化学教育の体系が成立していたかも知

れない｡

ケムス化学は,従前のように,多様な範囲にわたる実
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験を基にしていたし,教育現場への影響は容易であった｡

そして,法則等を帰納的に指導するために,実験の定量

化が重視されるようになった｡

文部省では,現職教育として, 1958年(昭和33年)か

ら5年間理科実験講座を, 1963年(昭和38年)から5年

間理科教育講座を実施し,幾つかの指導の展開を例示し

て来た5)｡それ等は,科学的な思考の訓練と実験観察の結

びつきを目標とし,数量的な測定,帰納的な考え方,規

則性の発見等を重視しているo

1968年(昭和43年)から,文部省は次の5年間に,理

科教育現代化講座を実施した6)0

高等学校･化学に対しても,化学平衡,酸化還元,ニ

トロ化等の指導の展開を例示した｡

この講座には,米国のJ. Brunerの"探究の過程''を

指導の基本として取り入れ,科学技術の進歩に即応する

ため,創造的活動の出来る人を育成すると標ぼうした｡

すなわち,科学者の学問研究の過程が,そのままか)キ

ュラム展開の過程であることを理想とした｡しかし,一

つのテーマの消化には,相当長時間を要したため,実際

に教育現場の日常に導入することは出来なかったようで

ある｡

理科教育現代化のこの時期,生徒実験は㊥に示された

ように,物理化学的分野が多くとり上げられ,実験の定

量化に努力されて,各高校に光電比色計や直示天秤が導

入された｡

⑳の時期は,系統学習の最たる時節到来であった｡

例えば,有機化学が構造と反応とに,総論と各論とに,

扱い方を分け得るように,高等学校の化学も構造論と反

応論とを基本として組み立てられた｡

化学Ⅰは一般的に,化学IIは将来理工系進学者向きに,

編さんされた｡だが, ⅠⅠにおいては,いわゆる専門書に

近いものとなり,更に,現代化学の先端の化学結合論や,

化学熱力学等が導入された｡それは,もはや生徒の発達

段階を無視した高度な内容となり,進学熱の過熱と共に,

実験をほとんどしないで,知識だけ過大な生徒が育つこ

ととなった｡化学が物質や現象の体験に基づく学問であ

ることが忘れられ,体験を触れて,多くの知識を詰め込

むだけの時期となった.又,そこには探究の過程はほと

んど入り込む余地すら無かった｡

進学しない生徒にとって,化学Ⅰは化学AまたはBに

較べて,物質に触れることの少ない,抽象的なものとな

り,これだけで終るには,どこか中途半端な空虚さがあ

った｡
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⑳の時期に相当する三重県高等学校の化学実験書は,

㊨, ㊨, ⑳であるが,化学ⅠⅠⅠ(計6単位)に対するそ

の実験項目の減少は,大学進学熱の増大を反映している

のではないかと思われる｡この中での変遷は, ⑬におい

ては有機分野の実験をふやし,又,銅イオンや錯イオン

の項をふやした｡しかるに, ㊥においては,アボガドロ

敬,分子降下,フェノール等の項目を削減して,再び全

体の項目数を少なくしている｡

全体としてみる時,高等学校発足当初に較べると,各

論的であったものは総論的となり,物理的となって釆て

いる｡それだけ生徒実験も直観的から抽象的となり,定

性は定量化され,テーマは精選され,水準は高度になっ

たと思われる｡

1978年(昭和53年)の学習指導要領の改訂は,多分に,

化学ⅠIIの物質不在-の反省があり,エントロピーは削

除され,水素原子スペクトルも削除され,化学結合もo･,

7T等が扱われなくなったoこれが㊦の時期である.その学

習指導要領は,物質に親しみ,物質の性質になじむよう

にしたと,化学の性格を述べている｡

理科:が必修であるから,理科Ⅰにおける化学分野⑥

は㊦の前に履修されるものであるo従って, ㊨, ㊦は合

体して考えられるべきである｡

⑥はその項目の示すように,化学の最も端緒(入門)

である鈍物質の単艶から,化学反応式迄の一通りを述べ,

これらは, ㊦の第1章で,更に数値的な資料を加えて,

複習されながら,導入の段階に用いられている｡

㊦は全体としてバランスのとれたものであり,余りに

も専門書そのままのような印象のあった化学ⅠⅠⅠに較べ

て,ある程度は生徒の実態も考慮した,無理のない内容

に配慮されているようである｡

⑥に対応する実験書は㊥であり, ㊦に対応するそれは

◎である｡ ◎は実験操作をフローチャートとした新しい

試みのものである｡これらの中では,物理化学的項臥無

機化学的項目,有機化学的項目は,それぞれバランスの

とれた選定がなされている｡

S3.ま と め

過去36年間の,高等学校化学の"教科内容の変遷''と

"生徒実験内容の変遷"とを概観した｡

初期の生活単元に発した,物質とのふれあいが濃厚で

あった雑多な実験項目や教材が,次第に統制のあるまと

まりを見せた｡更に強力な教科内容の体系化に伴い,生

徒実験も-層定量化され,物理化学的分野が多くを占め
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るようになり,抽象化されて釆たことが考察された｡

将来は,もっと教育学の成果を加味した教育課程が編

成され,一般教養又は完成教育としても,学問の進歩に

対応出来る基礎教育としても,満足出来る教材が選定さ

れ,科学的態度,習慣,創造性等の育成に効果のある,

実験,観察を基盤とした,あくせくしない科目｢化学｣

が成立することを期待する｡
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表1学習指導要領改訂の年表

昭和22年 小･中学校学習指導要領理科編(試案)発表o

2 3年 高等学校学習指導要額(試案)発表o

物理､化学､生物､地学 各5単位､ 1科目選択

27年 中学校･高等学校学習指導要領理科編(試案)発表o

3 0年 高等学校学習指導要領改訂発表｡

学年進行で科目を配列｡物理､化学､生物､地学共5単位又は3単位､ 2科目選択o

3 3年 小･中学校学習指導要領の公示｡

3 5年 高等学校学習指導要領改訂発表｡

3 6年 小学校で実施｡

3 7年 中学校で実施｡

3 8年 高等学校理科4科目必修｡

物理A(3学位)､ B(5単位),化学A(3単位)､ B(4単位)､生物(4単

位)､地学(2単位)0

化学Aは全日制2年で､ Bは2年及び3年で分割履修o

4 3年 小学校学習揖導要領告示｡

4 4年 中学校学習指導要領告示｡

4 5年 高等学校学習指導要領告示｡

基礎理科(6単位)､物理,化学､生物､地学 各ⅠⅡ(各3単位)o

履修は､基礎理科6単位又は,物理Ⅰ､化学Ⅰ､生物Ⅰ､地学Ⅰから2科目､計6

単位以上o

5 2年 小･中学校学習指導要領告示｡

(小学校55年､中学校56年実施)0

5 3年 高等学校学習指導要領改訂( 5 7年実施) 0

理科Ⅰ (4単位･必修)､物理･化学･生物･地学(各4単位)､理科Ⅱ(2単位)｡
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表2 化学教科内容の変遷

㊨ ㊨ ㊨

昭和28年-80年 昭和81年-37年 昭和38年-47年

5単位 5単位.3単位 A(8単位),B(4単位)

単元1.水の化学 単元1.水の化学 I.物質と原子

1.純粋な水はどうすればできるか 1.純粋な水と水溶液 1.物質の構造と状態

2.どんな水が飲料に適するか 2.水をつくる物質 &二原子と分子.イオン

3.水にはどのくらいものが溶けるか 3.化合の法RIl b.気体の性質

4.水が水素と酸素との化合物であるというのは､ど (4)化学方程式の応用

単元2.食塩の化学

2.化学変Lbと基本法則

ういう意味か

5.酸素はどんな性質をもつているか

a.化学変化とその表わし方

Ⅱ.周期律と原子6.水素はどんな性質をもつているか

単元2.海水の化学

1.食塩の特性

2.食塩の成分の利用 1.元素の分類と周期表

i-'',:J=.

単元3.空気の化学

2.原子の構造と原子間の結合

1.化学は海水の利用価値をどのように高めたか

2.食塩がナトリウムと塩素との化合物であることが､

a.原子の構造と同位体

班.非金属の化学と鞍.塩基.塩どんなに役立つか 1.空気の組成

3.塩素はどんなものであつて､どんr1化合物をつく 2.酸素の働さ 1.非金属とその化合物

るか (2)硫酸の製法と性質 a.希ガスと水素

4.ナトリウムはどんなものであつて､どんな化合物 3.軟化と還元 b.ハロゲンとその化合物

をつくるか (3)簾化剤と還元剤の早的関係 c.酸素族とその化合物

5.蘇.塩基.塩と､溶液の爵位.アルカリ性との開 4.窄素の働き 2.酸.塩基.堰

係はどうか

(以下略)

単元3.空気の化学

(2)アンモニアの製法と性質 b.硬.塩基の反応とdt度

単元4.大地の化学 Ⅳ.化学反応

(1.2.3.4略)

単元5.元素のク}類と原子構造

1.反応のエネギ-と辛粛

(1.2.3略) 2.酸化速元反応

4.アンモニ7はどのようにしてつくられ､どんな性 b.軟化剤と遵元剤との作用

Ⅴ.金属の化学と分析

質をもつているか 1.元素の周期律

5.鏑敢はとのようにしてつくられ､どんfL性質をも 2.原子の構造と化学結合

つているか 3.放射性元轟と元素の人工変換 l.金属の性質

6.硫単はとのi:うほしてつくられ､どんrI性質をも 4.顕子核のt+造と同位元素 2.電池と宅気分解

つているか
単元6.金舶の化学 3.金属の製錬

7.酸化剤.題元剤はどのように作用するか

単元4.大地の化学

1.金h<の特性 4.おもfL金屑とその化合物

(4)フ7ラデ-の法則 5.化学分析

2.金絹の化合物 A.各族&の金属とその化合物

1.土は何からできているか

2.コロイドはとんな性質をもつているか

(3.4略)

3.金biの製辞 b.J移金属とその化合物

単元7.燃料の化学 Ⅵ.有様化学の基礎

5.土や石を原料として､何がつくられるか

単元5.金属の化学

l.燃料の特性 1.有機化合物の特徴と炭化水素

2.炭素の化合物 b.炭化水素

(4)飽和爽化水素と不飽和炭化水素 2.暴虐的な右横化合物と元素分析

Ⅶ.合成有槻化合物の化学

1.金属はどんな牲井をもつているか 3.鎖式化合物

2.金属はどうして宅地に用いられるか (3)実鼓式.分子式.構造式の決定

3.金属はどのようにしてつくるか 4.珊式化合物 1.染料と野乗.Jt薬

(4.5P&) (4)P]=碓ニトロ化合物と芳香族アミン

単元8.食品の化学

1.食品の成分

2.石油.石炭と化学工業

6.元素の性質と原子の補益との間lこどんrL関係があ

るか

(以下小項目略)

8.合成高分子化合物

ⅥⅡ.生物体の構成物質

2.食品の栄養価 1.油勝とその利用

単元6.燃料の化学

単元7.食品の化学

単元8.衣料の化学

単元9.化学の発達と私f=ちの生活

(大日本図書26年版より)

3,食品の加工と貯成 2.糖類とその利用

4.農薬と扶桑

単元9.衣料の化学

1.衣料嬢稚

2.繊維の取り扱い方

3.染色と漂白

4.ゴムと合成樹脂

(三省電34年版5単相より)

3.タンパク質と辞素

A,タンパク賓とアミノ酸

4.コロイド

(開陸骨化学R44年版より)

()は小串元の例 a.h.-...は小項目の例
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昭和48年-56年 昭和57年- 昭和57年-

Ⅰ(3単位),Ⅲ(3単位) 理科Ⅰ(4単位),化学分野 化学(4単位)

化学1 園物質とその変化 第1章物質の構造

1編物質の構成粒子とその結合 1物質と元素 1節物質と化学

Ⅰ基礎的な粒子
①物質の状闇 2節原子と構造

Ⅱ杓子の結合

皿原子量.分子阜.式竜
物質の三闇 2原子の電子配置

2編物質の状態 鈍物質と混合物
3節化学結合

1化学結合

2化学結合と物質の構造
Ⅰ物質の三億 ②物質の分離

Ⅱ気体 ろ過と蒸発蒸留と分留

1繋拝の体積と圧力.温度との関係
･抽出

第2章無機質の性質

Ⅲ溶液 1節元素の性質と周期表

3溶液の濃度の表わし方
ペーパークロマトグラフィー

2元素の周期律と電子配置

4溶液の蒸気圧と沸点.凝固点 ⑧物質の分解 2節金属元素とその化合物

3編化学反応 純分質の分解 1アルカリ金属とその化合物

Ⅰ化学反応式 単体と化合物 4遷移元素とその化合物
Ⅱ化学反応の速き ④元素 3節非金属元素とその化合物
Ⅲ化学反応と平衡

塩
物質の成分元素 2ハロゲンとその化合物

Ⅳ衰と基の反応

5塩の種類と塩の加水分解 成分元長の検出 3酸素族とその化合物

V化学反応と電子 2物質の構成
第3専有横化合物の性質

l金属のイオン化傾向 ①原子
1節炭化水素

Ⅵ酸化還元反応
原子の構造電子配置

L2lイ寸ン

2鎖状炭化水素

4編物質の性質 3環状炭化水素

Ⅰ元素の周期律と周鵜表 2節有機化合物の組成と構造

Ⅱ典型元素とその化合物 イオンの/_I.'_成 3節酸素や璽素を含む有榛化合物

3皿-Ⅵ族典型元素とその化合物 イオン間の結合 1酸素を含む有機化合物
Ⅲ遷移元素とその化合物 ⑧分子 2窄素を含む有機化合物

1.Ⅰ族遵陸元素とそのイオンのf知己 分子原子間の結合 4節有梼高分子化合物
3金属イオンの分依と確認

Ⅳ炭素化合物
3物質韻 2天然高分子化合物

a)化■L?変化の法則 3合成高分子化合物

化学Ⅱ 質皐保存の法則 帝4青物質の状態

1編物質の構造と性質
定比例の法則

1節気体の性質
Ⅰ原子の構造と元素の周期性 3確憩気体の状態方程式

2原子の核外電子の状態 気体反応の法則
2節同体の構造と性質

Ⅱ化学結合と元素の周期件 ②原子貴と分子早
2結晶の種類

5フアンデルワ-ルス力 原子早分子早
3結晶の構造

6水素結合

Ⅲ典型元素の化合物
組成式韓気体の分子章

3節液体と溶液

Ⅳ遷移元素とその化合物
⑧浴衣と濃度 4節状態変化とエネルギー

2編物質の変化 嗣液濃度電離 2沸点.融点と物質の構造

Ⅰ化学反応 4物質の化学変化 第5章化学反応

2活性化エネルギー (分化苧変化の境的関係 1節化学反応と熟

5反応の進む方向
化学変化 3ヘスの法則

Ⅱ化学平衡

3編炭素化A物
化苧蚊応式による計笥 2節反応の速き

ヽロ

Ⅰ炭素化合物の特徴.分析 ②おもな化学変化
3節化学平衡

2電離平衡

8平衡移動の法則

4節敢.塩基反応

Ⅱ炭イヒ水素 気体o)発年沈澱のF1-J_成

Ⅲアルコール.エーテル.アルデヒド 色の変化をともなう反応

Ⅳカルポン酸.油脂

Ⅴフェノール.アミン

教化.還元と燃焼
_し

2水素イオン濃度とpⅠー

Ⅵ頼とアミノ串
酸.アル*.)と中和

(第--学習社57年版より)

3中和反応と塩の生成

4編高分子化{J-物 4垢の性質

Ⅰ天然高分子イヒ合物 5節酸化.還元反応

3タンパク質と辞素 1康化と還元
Ⅱ無機高分子化合物

2イオン化憤向
1ケイ素の化合物

3化学電池
Ⅲ合成高分子化合物

2合成樹脂

3天然ゴムと合成ゴム

4電気分解

5酸化剤.還元剤

1､2--は小項目 (啓林館58年版より)

(数研出版48年版より) 1,2--は小項目の例
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表3 化学実験書項目の変遷

EZ] ① @ ⑧

昭和31年-84年 35年-37年 38年-42年 48年-47年

*5単位用;**5単位およぴ3単位用 *3単位用 ◎化学B用 化学AB共通

三重県立宇治山田高等学校 三重県高等学校理科教育研究会

1.天然水の蒸留(100分) 実験上の注意 実験上の注意 実最上の注意

*2.水質検査(80分)
3.硫酸銅の結晶水(20分)

4.敢素の製法(50分)

基本操作法 1.基本操作 1.基本操作

*1.水質検査 ◎2.水の合成分解 2.物質の熟的性質

5.赤リンと黄リン(50分) *2.## ◎3.溶解度 3.気体の分子量測定

*6.幹素中の燃焼(50分)

**7.水素の発生と性質(100分)
**8.アンモニアの製法と性質(50分)

*3.水素 ◎4.反応速度 4.当量の測定

*4.アンモニア 5.海の加水分解とpH 5.ハロゲンⅠ

**9.硝敢の性質(80分) 5.硝敢 6.中和 6.ハロ●ゲンⅡ

10.粗製食塩と精製食塩(50分)

ll.食塩水の電気分解(50分)

**12.K.N&.C&の性質(50分)

*6.ナトリウムの炎色反応 7.金属のイオン化債向 7.硫酸

7.塩素 8.電池 :.=毒:.'

13.ナトリウムの化合物の性質(50分) *8.奄化水素 ◎9.酸化.還元 9.中和

14.炎色反応とホウ砂球反応(100分)

**15.塩素の製法と性質(60分)

**16.塩化水素の製法と性質(50分)

*9.中和 10.ハロゲン 10.塩の加水分解とpH

10.垢の加水分解 ll.ハロゲン化水素 ll.イオン化傾向.と局池

17.ヨウ素の性質(50分) ll.二最化炭素 12.アンモニア 12.ナトリウムと炎色反応
18.塩の加水分解(30分)

*19.食酢中及び果実申の酸の定量(100分)
20.蕨.塩基の電能平衡の移動(20分)

*12.ホルマリン 13.硝敢 18.鉄イオン

*l3.アセチレン 14.イオウとその化合物 14.金属のイオン反応

21.pHの測定(50分) *l4.エステル l5.硫駿 15.金属イオンの系統分♯
22.炭酸ガスの製法と性質(40分)

23.起泡式消火器(30分)

24.メタンの製法と性質(80分)

*l5.フェノール類 16.ナトリウムと炎色反応 16.衰化.還元

*16,ニトロベンゼン 17.鉄イオン 17.反応速度

25.木材及び石炭の乾留(50分) 17.アニリン ◎18.軽金属とイオン反応 18.化学平衡

**26,ホルマリンの生成と性質(50分)
27.アセトアルデヒトの製法と性質(50分)

28.アセチレンの製法と性質(30分)

18.アゾ色素 ◎19.重金属とイオン反応 19.反応熱

19.セツケンと合成洗剤 ◎20.金属イオンの系統分鮭 20.コロイド溶液

29.酢革の性質(20分) *20.糖類 21.アセチレン 21.アセチレン

30.エステルの合成と加水分解(30分)

**31.フlノール頬の性質(40分)

32.ニトロベンゼンの合成(40分)

*21.デンプン 22.ホルムアルデヒド 22,ホルムアルデヒド

*22.タンパク質 23.エステル 23,エステル

*33.7ニリンの製法と性質(50分) 23.硫化水素 24.フユノ-ル類 24.フェノール類

34.アゾ色素の生成(60分)

35.染色の実負(110分)

86.色抜きと漂白(50分)

*24.硫敢 ◎25.ニトロベンゼン 25.ニトロベンゼン

*25.鉄イオン 26.アニリン 26.アニリンとアゾ染料

37.フェノール樹脂の製造(50分) 26.顔料 ◎27.染料と染色 27.合成樹脂
38.油脂の性質(80分)

89.グリセリンの性質(80分)

40.′ヾニシングクリームの製造(60分)

*2?.金属のイオン化億向 28.合成樹脂 28.糖類

28.酸化還元

5単位の場合はすベての項

'◎29.油脂 29.糖類のペーパークロマ

41.コ-ルドクリームの製造(40分) 30.## トグラフイ-

**42.セツケンと合成洗剤の性質(50分)

43.セツケンの製造(60分)

44.ブドウ糖.砂糖.乳糖の性質(50分)
l;≡::ニ:;.≡液

弓◎印棚ま化学AB共通
(39年度版)

30.油脂と洗剤

31.タンパク質

(43年度版)

*45.テンプンの性質(50分)

46.セルロ-スの加水分解(30分)

目を扱う

47.紙の性質(30分)
48.銅7ンモニ7人絹の製造(40分)

**49.タンパク質の性質(110分)

50.アミラーゼの性質(50分)

51.土の成分(80分)

(35年度版)

52.硬度のalJ定(50分)

53.硬水の軟イヒ(60分)

54.水ガラスの性質(60分)
*55.硫化水素の製法と性質(50分)

56.亜硫酸の性質(50分)

**57.硫身の性質(60分)

58.マグネシウムとアルミニウムの性質
(50分)

**59.鉄イオンの反応(80分)

60.インキの製造(80分)

61.インキ消の穀造(30分)

62.育写真(50分)

63.写真の反応(50分)

64.顔料の熊造(60分)

**65.金属のイオン化傾向(50分)

66,巌イオンの各個反応(110分)
67.陰イオンの各個反応(50分)

68.騒イオンの系統分析(110分)

69.宅気メッキ(110分)

*70.教化.題元反応(50分)

･定量化の電視
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昭和48年-49年

化学Ⅰ
.Ⅱ

(各3単位)

50年-53年

I(3単位) .Ⅱ(3単位)

54年-57年

I(3単位)tⅡ(3単位)

57年-

理科Ⅰ(4単位)

58年-

化学(4単位)

三重県高等学校確科教育研究会

基 本 操 作

1.気体の分子士測定

2.化学式の決定

3.アボガドロ軟

4.物井の息点

5.井田点降下による

分子王制定

6.コロイド溶液

7.反応熱(2時間)

8.反応の速き

9.化学平衡

10.幹､塩基､ pfl

ll.中和満定

12.軟化it元反応

13. t気分辞の法則

(2時間)

14.化学結合による

物質の分類

15.アルカリ金屑と

アルカリ土類金属

16. ハロゲン

17.第3周期元素

18.金屑イオンの分*

19.炭化水素

20. アルコール･アルデヒド

･カルポン鞍

21.高分子化合物

(48年度版)

1.気体の分子王制定

2.化学式の決定

8.アボガドロ歎

4.凝固点降下によろ

分子t$ll定

5.コロイド溶液

6.反応熱

7.反応の速き

8.化学平衡

9.敢･塩基とpH

10.中和満定

1l.軟化it元反応

12. t気分鮮の法則

13.アルカリ金屑と

アルカリ土類金属

14.ハロゲン

15.第3周鵜元素

16.銅の錯イオンの生成と

確 認

17.炭化水素

18.炭化水素の分子模型

19.アルコールよりできる

化合物

20.ベンゼンのニトロ化と

とアニリン

21.フ1ノール頼

2i.炭水化物

23.タンパク賓

24.高分子化合物

(50年度版)

1.基本操作

2.気体の分子量測定

3.コロイド溶液

4.化学反応のモ的関係

5.反応熱

6.反応の速さ

7.化学平衡

8. *･&#tpH

9.中和滴定

10.酸化遺元反応

ll.竜気分帯の法則

12.アルカリ金端と

アルカリ土類金属

13.ハロゲン

14.第S周期元素

15.炭化水素

16.アルコールよりできる

化合物

17.ベンゼンのニトロ化と

アニリ ン

18.糖 類

19.タンパク質

20.高分子化合物

(57年度版)

実 験 の 心 得

測 定 と 誤 差､

および測定値の取り

扱い方

グラフの書き方

計器の目盛りのよみ

とり方

単 位

数 表

1.長きの811定

(基本操作Ⅰ )

⑧ 化学的実最の基本操作

(基本操作Ⅱ )

3.顕微鏡の使用法

(基本操作Ⅲ)

4.自由落下運動

5.運動の窮2法則

6.運動エネルギーと仕事

7.固体の比熱の鵬定

⑧ イオン反応

(金属片の化学変化)

(釘 有機化合物の成分

⑩ 気体の分子毛利定

⑪ 化学反応の阜的関係

12.細胞のt察

13.体細胞分裂の載察

14.花粉管の発芽

15.だ虎狼色体の搬察

16.地球の内部構造

17.春の天気

18.ケプラーの第3法則

19.地下資源としての砂鉄

○印は化学分野

(57年度版)

フロートチャートの見方

1.アルカリ金屑と

Tルカリ土塀金属

2.ハロゲン

3.金屑とその化合物

4.金屑イオンの分書

5Z監]璽

5.硫 敢

6.炭化水素

7.アルコールよりでさる

化合物

8.ベンゼンのニトロ化と

アニリン

9. 7i/-Jt,*

10. * #

1l.タンパク質

12.高分子化合物の合成

13,物質の三使変化

14.物質の溶炉牲

15.コロイド溶液

16.反応の速さ

17.反応熱

18.化学平粛

19.敢･塩基とpH

20.中和瀧定

21.軟化it元反応

22. t気分辞の法則

28.金属のイオン化

債向とt池

(58年度版)

I
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